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信田 ドリアン・タワール村の生活世界

ア ヤ ッ プ は ドイ ェス の ドリア ン果 樹 園 を単 価 の高 い ドリ ア ン ・カ ー ウ ィ ン(durian

kahwin)に 植 え替 え た 。 した が っ て,こ の 家 の ドリ ア ン収 入 は,ド リア ン果 樹 園 の規

模 は小 さい に もか か わ らず,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トらに迫 る勢 い で あ っ た。 ゴ ム 園

も所 有 して い る とい うが,世 帯 調 査 当 時 は ゴム採 液 作 業 の仕 事 は して い な か っ た。

ア ヤ ップ は村 の 人 び とに対 して ドリア ンの苗 木 を安 く購 入 して あ げ た り,ラ ンブ ー

タ ンの世 話 の仕 方 な どを教 え て あ げ た り して い た。 村 の政 治 に対 して,彼 自身 は ほ と

ん ど興 味 が な い よ うで あ っ た。 彼 は猟 銃 を保 持 して お り,そ の こ と もあ っ て か酔 漢 た

ち も彼 に か らむ こ とは な か っ た。 ま た,彼 は キ リス ト教 徒 で あ るが,妻 は キ リス ト教

に改 宗 して い な か っ た。 しか し,「 そ の 後 ⊥ ドイ ェ ス は キ リス ト教 へ 改 宗 した。

No.49

ガ ッ ト(Gat)の 生 まれ は複 雑 で あ る 。彼 の 父 ジ ャス ィ ン(Jasin)が ム ン タ(No,10)

と 「結 婚 」 す る前 に ガ ッ トは生 ま れ て い た。 ガ ッ トの実 母 は 「行 方 不 明(hilang)」 ら

しい。 ア ジ ョイ(No.29)は ム ンタ とパ ン リマ ・クチ ィ ル(PanglimaKecil)と の 問 に

で きた子 供 で あ る。 ア ジ ョイ に は 同母 同父 の弟 が お りKg.Gunturに 婚 出 して い た。 夫

パ ン リマ ・クチ ィル の 死 後 ,ム ンタ は ジ ャス ィ ン と再 婚 し,ク タ ム(No.10)を 産 ん

だ。

ガ ッ トは,前 妻 ロ ドー(Lodoh)(No.60)と の 問 に も子 供 が い るが,ロ ドー とは離

婚 し た。 そ の 後,パ パ ム(Hapam)と 再 婚 した 。 パ パ ム は か つ て プ ル タ ン の華 人 を

「夫 」 と して い た 。娘 ビ ドー ル(Bidor)は そ の前 夫 との 子 供 で あ る。 ビ ドー ル はす で

に結 婚 して お り,夫 は ク ナ ボ イ(Kenaboi)の ドゥス ン ・ク ブ ー ル 村 に近 い トホ ー ル

村(Kg.Tohor)出 身 で あ る。 世 帯 調 査 当 時,夫 は華 人 に よ る 日雇 い労 働 に従 事 して

い た。
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ガ ッ トは ゴム採 液 作 業 の仕 事 を して い た。 また,村 の あ ち こち に ドリア ンを植 え て

お り,ド リア ンに よる収 入 もあ っ た。 そ れ らの ドリア ンは普 通 な らば人 が 敬 遠 す る よ

うな場 所 急勾 配 で 運 搬 が 困 難 な場 所 に あ る。 ま た,プ タイ な どの森 林 産物 採 取

の仕 事 も して い た 。 バ イ ク に は乗 れ な い の で,自 転 車 と徒 歩 で 出 か け て い た。

「そ の 後 ⊥ ガ ッ トー 家 はい わ ゆ る象 皮 病 に な っ た。 私 は,顔 面 にで き もの が で きて,

人相 が 変 わ っ た ガ ッ トに 再 会 し た こ と が あ る。 ス ラ ン ゴ ー ル 州 の ゴ ン バ ッ ク

(Gombak)に あ る オ ラ ン ・ア ス リ専 門 の病 院 に 入 院 した が,村 に帰 って きて しま った 。

一
そ の 後 」,彼 らは キ リス ト教 へ 改 宗 した。

No.50,No.51,No.52

テ コ ッ(Tekok)は ジ ェナ ン ・キ チ ョ イの 長 女 で あ る が,他 の キ ョウ ダ イ と は母 親

が異 な る 。世 帯 調 査 当 時,シ ア ラ ン地 域 の ドリア ン果 樹 園 の小 屋 に住 ん で い た。 ゴム

採 液 作 業 の仕 事 も して い た 。 息 子 の キ ソ ッ(Kisok)が ゴム を仲 買 店 まで 運 ん で い た 。
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娘 ジ ャハ ラ(Jahara)(No.51),娘 ビ ロ(Bilo)(No.51),娘 ア リ ン(Alin)(No.52)

は イ ス ラ ー ムへ 改 宗 した。 息 子 た ち は イ ス ラ ー ムへ 改 宗 して い な い とい うの だが 。 シ

ア ラ ンで娘 ア ン コ ッ ト(Angkot)と 住 ん で い た。

No.50か らNo.52に 対 して は,世 帯 調 査 を 行 な わ な か っ た 。 世 帯 調 査 を拒 否 さ れ

た か らで あ る。 ア ドゥナ ン(No.46)が 彼 らに指 示 した ら しい 。 した が っ て,彼 らの

世 帯 の成 員 の詳 細 な デ ー タは手 に い れ て い な い。 子 供 た ち の ほ とん どは学 校 に通 っ て

い な か っ た し,森 で の生 活 を好 み,村 の 人 び と とは ほ とん ど交 流 して い な か っ た。

ゴム採 液 作 業 の収 入(キ ソ ッが 運 搬)と ドリア ン収 穫 の収 入 以 外 に は,こ れ とい っ

た収 入 源 は な か っ た 。No.51とNo.52に つ い て は イ ス ラ ー ムへ 改 宗 した の で,そ の

援 助 金 で生 活 して い る と思 わ れ る節 が あ っ た。 ク ア ラ ・ク ラ ワ ンの オ ラ ン ・アス リ局

ま で援 助 金 を受 け取 りに行 っ た帰 りに,プ ル タ ンの華 人 の店 で買 い物 をす る彼 らを見

か け る こ とが よ くあ っ た。 娘 た ち の家(No.51,No.52)は い ず れ もPPRTの プ ロ ジ ェ

ク トに よっ て建 て られ た もの だが,家 具 とい う もの は ほ とん どな か っ た。

テ コ ッの 息 子 ア サ ッ ト(Asat)は 農 薬 を飲 ん で 自殺 した 。 エ ン タ ッ(No.53)の 娘

で現 在 は ゴベ ッ(Gobek)の 妻 で あ る イ ンガ ッ(Ingak)(No.55)の 前 夫 ル パ ス(Lepas)

もま た農 薬 を飲 ん で 自殺 した。 こ う した こ とか ら も彼 ら家 族 の 困窮 が うかが え る。

ル テ ィ ン(Leting)は ア ル(No.22)に 妻 を と られ たが,何 も文 句 を言 わ な か った 。

そ の後,ル テ ィ ンは母 の異 母 同 父 キ ョウ ダ イで あ る ダ オ の娘 と再 婚 した。 そ の結 婚 は

タ ンカ ップ ・バ サ ー に よる結 婚 で あ っ たが,2人 を捕 らえ たの は カ トゥ ップ(No.44)

で あ っ た 。相 手 の 娘 は,華 人 男 性 と2度 結 婚 して お り(1週 間,一 緒 に過 ご した の を

「結 婚 」 とい うの な ら だが),ル テ ィ ンで3度 目の結 婚 で あ っ た。 ル テ ィ ンは カ トゥ ッ

プ や ウ レ ッ とつ る ん で,酒 を飲 ん で い た。 森 林 産 物 採 取 の稼 ぎを酒 代 に使 っ て い た の

で あ る。

ビ ロ(Bilo)の 息 子 ロス リ(Rosli)が ア マ ンの 店 の手 伝 い をサ ンカ ム(No.42)に

289



国立民族学博物館研究報告29巻2号

ざわ っ てす る よ う に な っ た が,彼 の 父 親 ア リー(Alih)は12人 の 「妻 」 が あ ち こ ち

こい る と言 わ れ て い た 。 世 帯 調 査 当 時 は,UluJelebuに 住 ん で い た 。村 々 を転 々 と し

ぐ,「 妻 」 と関係 を持 ち,子 供 を つ くって い っ た の で あ る。 そ の うち の1人 が ビ ロ と

,〉う こ とに な るが
,ビ ロ は 別 の男 性 と 「再 婚 」 して子 供 もい た。

ア リ ン(Alin)の 夫 は コニ ン(Konin)(No.52)だ が,村 で は彼 の こ と をハ ジ ・コ

ニン(HajiKonin)と 呼 ん で い た。 彼 はバ テ ィ ン ・ ドゥ ラマ ンの 息 子 で あ る。 妻 はバ

fイ ン ・ドゥラ マ ンの キ ョ ウダ イ の ジ ェ ナ ン ・キ チ ョイ の孫 で あ る か ら,彼 ら もま た

丘親 婚 で あ る。 か つ て彼 ら の赤 ん 坊 が 亡 くな っ て ギ ラ ン村 の 墓 場 に 葬 ろ う と した と

き,そ の赤 ん坊 が まだ生 きて い る こ とに ギ ラ ン村 の マ レー人 の人 び とが 気 づ き葬 式 が

戸止 され た 出 来事 が あ っ た。 オ ラ ン ・ア ス リの場 合 な ら,死 ん で い な い こ とに気 づ か

Lい で そ の ま ま埋 葬 して しま うで あ ろ う と アサ
ッ ト(No.19)は 語 って い た。 こ の 出

荘事 は,ム ス リム で あ る な らば,墓 場 を別 の場 所 にす る必 要 が あ る こ とを村 の 人 び と

こ印象 づ け た 。

No.50,No.51,No.52の 世 帯 構成 員,お よび 年 齢 な どの 個 人 情 報 は 不 正 確 で あ る。

≦しあ た り,保 健 所(PusatKesihatan)の 名 簿 を参 照 したが,そ の 名 簿 も また 彼 らの

ぜ帯 構 成 員 を十 分 に把 握 して い る わ け で は な い。

No.53

エ ン タ ッ(Entak)は バ テ ィ ン ・ドゥ ラマ ンの 娘 で あ り,亡 夫 サ キ ッ ト(Sakit)は

ジ ェ ク ラ ー の称 号 を 保 有 して い た。 しか し,テ レ ビ な どの電 気 製 品 を次 々 に購 入 し,

月賦 を返 済 で きず 取 り上 げ られ る な ど,ア ダ ッ ト ・リ ー ダ ー と して の 能 力 は なか っ

た 。
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娘 ア ゴ ッ ト(Agot)は イ ス ラ ー ム に改 宗 して お り,プ ル タ ン北 部 の ラ ン ゴイ村(Kg.

Rangoi)の 男 性 と結 婚 し た。 彼 女 は か つ て,エ ジ ャ(Eja)(No.62)の 弟 に レ イ プ さ

れ た こ とが あ り,そ れ は ア ダ ッ トに従 っ て処 理 され た。

エ ン タ ッは 息 子 ロ ス ラ ン(Roslan)と 住 ん で い る 。世 帯 調 査 当 時,収 入 はエ ンタ ッ

とイ ナ ン(Inan)と 結 婚 して い る娘 ア リ ッ(Alik)(No.54)に よ って 行 な われ て い る

ゴム の採 液 作 業 に依 存 して い た。 しか し,そ の収 入 は わず か で子 供 た ち は常 に栄 養 失

調 ぎみ で あ っ た。

No.54

イ ナ ン(Inan)は 酔 漢 で あ り,ユ ウ(No.17)や キ オ ッ プ(No.60)と 同様 に酔 っ

て暴 れ る厄 介 な人 物 で あ る。 パハ ン州 出 身 で あ る。 世 帯 調 査 当 時 は,ブ デ ィル の大 工

仕 事 を手 伝 っ て い た。 酒 を飲 ま な け れ ば 問題 は な い の だが,一 旦 酒 が 入 る と言 動 が 荒

くな り,し ば しば喧 嘩 沙 汰 を引 き起 こ して い た。

妻 ア リ ッの ゴム採 液 作 業 が 主 な収 入 源 で あ っ た。 イ ナ ンは 自分 の稼 ぎの ほ とん どを

酒 に使 っ て し まっ て い た。 子 供 は いず れ も栄 養 失 調 状 態 で あ り,学 校 に も通 っ て い る

様 子 は な か った 。 家 はPPRTの プ ロ ジ ェ ク トで建 て られ た が,家 具 と呼 べ る もの は な

く,コ ンク リー トの床 にパ ン ダヌ ス の ござ を敷 い て,粗 末 な布 を かぶ っ て寝 て い る よ

うで あ っ た。

No.55

ゴベ ッ(Gobek)は ア キ ・マ イ ン(No.57)の 娘 モ イ ェ ッ ト(Moyet)と 結 婚 して い

た が,モ イ ェ ッ トが 死 亡 し た後,妻 イ ン ガ ッ(Ingak)と 再 婚 し た。 ブ キ ッ ト ・ラ ン

ジ ャ ン村 出 身 で あ る 。 イ ン ガ ッ(Ingak)は ゴベ ッ と は20歳 も年 が 離 れ て い る。 ゴ

ベ ッ と は3度 目の 結 婚 で あ っ た 。 最 初 の夫 は テ コ ッ(No .50)の 息 子 ルパ ス(Lepas)
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で あ る が,彼 は 農 薬 を飲 ん で 自殺 した 。2番 目の 夫 は,パ ハ ン 州 出 身 の ジ ャ ク ン

(Jakun)の 男 性 で あ っ た が,離 婚 した 。2番 目の夫 との 問 に子 供 が い るが,ゴ ベ ッ と

の 間 の子 供 は1996年12月 に死 亡 した。 栄 養 失 調 が 原 因 で あ っ た。

妹 ニ ハ(Niha)と 弟 リマ ン(Liman)が 同 居 して い た 。 世 帯 調 査 当 時,彼 ら は 日雇

い労 働 に従 事 して い た。 ゴベ ッ夫 婦 は ゴム採 液 作 業 に従 事 して い た。 ゴム 園 は ゴベ ッ

とイ ンガ ッが そ れ ぞ れ所 有 して お り,ド リア ン果 樹 園 は イ ンガ ッの親 族 が 所 有 す る も

の で あ っ た 。

「そ の 後 ⊥ キ リス ト教 へ 改 宗 した。

6.8ア キ ・マ イ ン の 親 族 群

No.56か らNo.63は,ア キ ・マ イ ンが ブ キ ッ ト ・ラ ン ジ ャ ン村 か ら移 住 した 際 に

連 れ て きた 妻 の キ ョ ウ ダ イた ち の親 族 群 で あ る。 当 初 は,「 上 の人 び と」 の 住 む居 住

図16No.56か らNo.63
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地 地域 に住 ん で い た の だ が,「 上 の 人 び と」 と折 り合 い が 悪 くな り,ア キ ・マ イ ン所

有 の ドリア ン果 樹 園 の地 域 に移 住 した。

No.56

ク パ ー(Kepah)夫 婦 は イス ラー ムへ 改 宗 して い た 。 クパ ー は ス ラ ン ゴー ル 州 出 身

で あ る。 彼 は,イ ス ラ ー ム宣 教 活 動 に嫌 気 が さ して,妻 ル ン プ ッ ト(Lembut)と 共

に ドリア ン ・タワ ー ル村 に逃 げ て きたが,結 局,イ ス ラ ー ムへ 改 宗 した。 世 帯 調 査 当

時,ニ ワ トリ小 屋 の プ ロ ジ ェ ク トを支 給 され て い た。 息 子 ダ リ(Dali)だ けが イ ス ラ ー

ムへ 改 宗 して い な か っ た。

ル ンプ ッ トの実 父 は不 明 だが,バ ダ ッ(No.32)は 義 父 で あ る 。 ま た,同 母 異 父 キ ョ

ウ ダ イ で あ る リ ンパ(Limpa)が そ の 息 子 ナ シ ル(Nasil)と 共 に 同 居 して い た。 リ ン

パ は 妻 に逃 げ ら れ た 。 リ ンパ は 世 帯 調 査 の と き,自 分 は イ ス ラ ー ム で は な い と私 に

語 っ た そ の直 後,金 曜 日の礼 拝 に 出 か け た。 ダ リは精 神 を病 ん で い て,酒 飲 み で あ っ

た。 息 子 ア チ ャ ー ル(Achar)は ゴ ム採 液 作 業 の 仕 事 に従 事 して い た 。 娘 ロ ス ナ ー

(Rosnah)は ス デ ィ ン(Sudin)(No.63)の2番 目の妻 で あ る。 ル ンプ ッ トの母 とス デ ィ

ンの母 は姉 妹 で あ る た め,彼 らの 結 婚 はニ ュ ンバ ン(nyumbang:母 方 平 行 イ トコ婚)

で あ っ た(信 田2002)。

1998年4月 に ウ ンダ ン(Undang)が 村 に訪 問 した と きに,イ ス ラ ー ム の教 え につ

い て の パ ン フ レ ッ トが 配 られ たが,ギ ラ ン村 の イス ラ ー ム教 師 に 「これ を読 め る か 」

と訊 か れ,申 し訳 な さそ うに首 を横 に振 る クパ ー の姿 が 村 の イ ス ラ ー ム改 宗 者 の実 態

を象 徴 して い た。

リ ンパ は,2003年8月 に亡 くな っ た。 遺 体 を村 の墓 地 に埋 葬 す るか 近 隣…の マ レー

人墓 地 に埋 葬 す る か とい う こ とを め ぐっ て もめ たが,結 局 村 の墓 地 に埋 葬 され る こ

とに な っ た。
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No.57

ア キ ・マ イ ン(AkiMain)は,高 齢 な が ら権 力 志 向 が 強 く,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ

トに対 す る ラ イバ ル意 識 が 強 い 。彼 は 「呪術 師(dukun)」 と して知 られ て お り,呪 術

力 で もバ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トに対 す る対 抗 意 識 が 強 い よ うで あ る。 「非 常 事 態 宣 言

期 」 に は軍 に協 力 し,共 産 ゲ リラ に加 担 した親 族 を密 告 した と言 わ れ て い る。 独 立 後

も軍 に勤 務 し て い た 。 そ の 間,ブ キ ッ ト ・ラ ンジ ャ ン村 に 住 ん で い た 。 妻 は ブ キ ッ

ト ・ラ ンジ ャ ン村 出 身 で あ る。 引 退 後,妻 の親 族 と共 に帰 っ て きた。 最 初 は親 族 の い

る ア カ イ村(も と も とはBatu47ら しい)に 住 ん で い たが,村 の 人 び と と トラ ブ ル を

起 こ し,ド リア ン ・タワ ー ル村 に移 住 した。

最 初 は現 在 の マ ンク ・ハ シ ム(No.9)の 屋 敷 地 付 近 に住 ん で い たが,義 兄 の ム ン

キ ン(Munkin)(呪 術 師(dukun)と して は ア キ ・マ イ ン以 上 に 有 能 で あ っ た)の 死

亡 後,現 在 の場 所(彼 らの果 樹 園が あ る場 所)に 移 住 した。 ア キ ・マ イ ンの キ ョウ ダ

イ に は,オ タ(No.1),ア バ イ(No.13),ポ ラ ン(No.37),ル ナ ス(No.40),ボ ン(No.

41)の 母 親 が い る。 妻 イ ェ ー(Iyeh)の 姉 妹 は ル ンプ ッ ト(No.56)の 母,ル モ(Lemo)

(No.58),ミ チ(Mici)(No.60)な どが い る。 つ ま り,本 来 な らば,ド リア ン ・タ ワ ー

ル村 出 身 で は な い新 居 住 者 な の だが,自 らの親 族 を引 き連 れ て一 つ の グ ル ー プ を形 成

して い る の で あ る 。 この グ ル ー プ は村 の行 事 や儀 礼 に は参 加 して い な か っ た。

世 帯 調 査 当 時,毎 日曜 日 ご とに は,イ ン ド人 や マ レー人 な どが 「施 療 」 を受 け る た

め に,ア キ ・マ イ ン の 家 に訪 れ て い た 。 ア キ ・マ イ ン の 呪術 力 は,日 頃 の彼 を よ く

知 って い る 者 な らば 信 用 しな い の だ が,外 部 の者 に は そ の こ とが 分 か らな い よ う で

あ っ た 。1回 に つ き100リ ンギ ッ トほ ど の 「施 療 料 」 を と り,そ の ほ と ん どが 酒 代 に

使 わ れ て い た 。
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ま た,ブ キ ッ ト ・ラ ンジ ャ ン村 が 高 速 道 路 建 設 の た め に土 地 が 回収 され,土 地 の補

償 金(実 際 に は ドリア ンの果 樹 の補 償 金)を 彼 らの親 族 が 受 け取 っ て い た。

世 帯 調 査 当 時,ユ ウ(No.17)の 前 妻 マ ガ(Maga)(死 亡)の 子 供 や ゴ ベ ツ(No.

55)の 子 供 が 同居 して い た。 ゴム採 液 作 業 の仕 事 は して い な か っ た。 収 入 の ほ とん ど

は,ア キ ・マ イ ンの 呪 術 師 と して の 収 入 と ブ キ ッ ト ・ラ ンジ ャ ン村 の 補 償 金 で あ っ

た。 ドリア ン果 樹 園 を所 有 して お り,そ の収 入 もあ っ た。

No.58

ル モ(Lemo)は ア キ ・マ イ ン(No.57)の 妻 イ ェ ー の 妹 で あ り,ア キ ・マ イ ン の

家 族 に つ い て き た。 長 女 ペ ラ ッ(Perak)は 身 体 に 障 害 を負 っ て い る 。 息 子 ハ サ ン

(Hassan)は ゴ ム採 液 作 業 の 仕 事 を して い た 。 酒 飲 み で あ った 。 妻 シ ンパ ン は,ル ン

バ ウ 出 身 で あ る。 ル モ は高 齢 に もか か わ らず ,日 雇 い労 働 の仕 事 を して い た。 娘 ザ リ

ナ(Zarina)は ス ン ガ イ ・マ ハ ン村 の 男 性 と結 婚 し,婚 出 した 。
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No.59

ア ヤ ッ(Ayak)は ル モ(No.58)の 息 子 で あ る 。世 帯 調査 当 時,豚 肉業 者 の仕 事 を

手 伝 って い た。 妻 ジ ュ ナ ー(Junah)は ス デ ィ ン(No.63)の 妻 で あ っ たが 離 婚 して,

ア ヤ ッ と再 婚 した。 ジ ュ ナ ー の母 は ル ンプ ッ ト(No.56)の 母 と同 一 人 物 で あ り,ス

デ ィ ンの母 や ア ヤ ッの母 とは姉 妹 で あ る。 したが っ て,ス デ ィ ン と もア ヤ ッ と も母 方

の 第1イ トコに あ た る。 この結 婚 も また,母 方 平 行 イ トコ婚 で あ っ た。

ア ヤ ッ をは じめ とす る ア キ ・マ イ ン派 の 次世 代 の人 び とは,ブ キ ッ ト ・ラ ンジ ャ ン

村 で育 っ て い た 。 そ の た め,ド リア ン ・タワ ー ル村 の生 活 ス タイ ル に は な じめず,ど

ち らか とい え ば 「外 の仕 事 」 を好 む傾 向が 強 い。 そ れ は,ブ キ ッ ト ・ラ ンジ ャ ン村 の

生 業 の ほ と ん どが,「 外 の仕 事 」 に 依 存 す る 「都 市 的 」 な もの で あ る こ と も関 係 して

い る の か も しれ な い。 したが っ て,ゴ ム採 液 業 を 中心 とす る村 の 人 び と とはつ きあ い

が あ ま りな い 。

No.60

ロ ドー(Lodoh)は 「軽 い 精神 病(sewel)」 と言 わ れ て い る。 私 に は,困 窮 生 活 が

続 き,考 え る こ と を拒 否 して い る よ うに 思 えた 。 か つ て,ガ ッ ト(No.49)と 結 婚 し

て い た が,離 婚 した 。 ゴム 園 は弟 キ オ ッ プ(Kioop)が 「賃 貸 」 して お り,そ の 収 入

の ほ とん どは キ オ ッ フ.の酒 代 に消 え てい た。 母 ミチ(Mici)は 「目が 見 え な い(buta)」 。

父 ラボ ー(Laboh)は 「聾 者(pekak)」 で あ っ た ら しい 。 ラ ボ ー は バ チ ャ ッ(No.12)
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とキ ョウ ダイ で あ る。

ロ ドー は 日雇 い労 働 に従 事 して い た 。 ガ ッ トとの 子 供 も同 居 して い た。 娘 イポ イ

(Ipoy)は ス ラ ンゴ ー ル州 へ 婚 出 して い た 。

キ オ ップ は妻 ミ ラ(Mila)(ブ キ ッ ト ・パ ヨ ン村 出 身)を1996年 に 出産 時 に亡 く し

て か ら,生 活 が 荒 れ始 め た。 酒 飲 み で周 りの者 に迷 惑 を か け る最 も厄 介 な 人物 で あ っ

た。 妻 が キ リス ト教 に改 宗 して い た の で,キ オ ップ もキ リス ト教 に改 宗 して い た。 ゴ

ム 園 を華 人 に 「賃 貸 」 して い る。 ア マ ン(No.9)か ら月 々の 収 入(150リ ンギ ッ ト)

を受 け取 る こ とに な っ て い た の だが,あ る 時,華 人 の家 ま で酔 っ ぱ らっ て押 しか け た

こ とが あ っ た。 ブ キ ッ ト ・ラ ンジ ャ ン村 の補 償 金 の ほ とん どは酒 代 に使 わ れ た。

「そ の 後 」,キ オ ップ は,子 供 た ち と共 に妻 の 出 身村 で あ る ブ キ ッ ト ・パ ヨ ン村 に住

む よ うに な っ た。

No.61

ア ワス(Awas)は ロ ドー(No.60)や キ オ ッフ.(No.60)の キ ョウ ダイ で あ る。 彼

だ け は ゴ ム 採 液 作 業 に 従 事 して お り,ゴ ム 園 の 脇 に家 を建 て て 移 住 した 。 ク バ ン

(Keban)と い う彼 らの キ ョウ ダ イ の1人 は,カ ル(No.8)の 娘 と結 婚 して い た が,

木 材 伐 採 作 業 中 に倒 木 に あ た って 死 亡 した 。 子 供 た ち は カ ルが 引 き取 っ て 育 て て い

た。

ラボ ー(Laboh)の ゴ ム 園 を相 続 した の は彼 だ が,ド リ ア ン果 樹 園 は 所 有 して い な

い。 ほ とん どの収 入 を ゴム採 液 作 業 か ら得 て い た。

妻 ト ゥデ イ(Tudi)は ポ テ ー(No.26)の 息 子 ア ヨ ン(Ayong)と 結 婚 して い た 。

ア ヨ ンが 死 亡 した後,ア ワ ス と再 婚 した。 父 親 は華 人 で あ る。 娘 の ア ナ イ(Anai)は,
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パ ハ ン州 へ 婚 出。 母 の キ ョウ ダ イで あ る タ ヒ ー ル(Tahir)を ひ き と っ て世 話 を して

い た 。 タ ヒー ル は か つ て イ ス ラ ー ムへ 改 宗 した こ とが あ る とい うが,現 在 は そ うで は

な い と主 張 して い た(記 録 上 は ムス リム だ が)。 タ ヒー ル は ほ とん ど毎 日 プ タ イ の採

取 に 出 か け て い た 。

ア ワス は 「上 の 人 び と」 に従 い,し ば しば儀 礼 に参 加 して い た 。 家 はPPRTの プ ロ

ジ ェ ク トに よっ て建 設 され て い た。

No.62

エ ジ ャ(Eja)の 父 は ム ン キ ン(Munkin)で ア キ ・マ イ ン(No.57)の 妻 ら と キ ョ

ウ ダ イ で あ る 。 有 能 な 呪 術 師 で あ っ た と言 わ れ て い る。 母 は フ.チ ッ ト(Puchit)と

い っ て,ア キ ・マ イ ン とキ ョ ウ ダイ で あ る。 つ ま り,ア キ ・マ イ ン とム ンキ ンは そ れ

ぞ れ の姉 妹 を交 換 して い た の で あ る。 エ ジ ャは妻 とは離 婚 して お り,息 子 ドル(Dol)

は す で に トホ ー ル村(Kg.Tohor)の 女 性 と結 婚 して い た。 ドル は しば しば ブ デ ィル

(No.12)の 仕 事 を手 伝 った りして い た 。 エ ジ ャ には 弟 ジ ナ ン(Jinang)と バ ル(Baru)

が い て,同 居 して い た。 男 所 帯 の彼 らの 食事 は,彼 らに とっ て の親 族 で あ る ア キ ・マ

イ ンの 家 な どで 食 べ て い た。 ジ ナ ン は 耳 が 少 し遠 く,キ オ ッ プ と行 動 を共 に して い

た 。

日雇 い労 働 や森 林 産物 の採 取 で生 計 を た て て い たが,し ば しば ゴム採 液 作 業 の仕 事

も行 な って い た。 ゴ ム採 液作 業 の 仕 事 を 行 な って い た の は エ ジ ャ と ドル の み で あ る。

エ ジ ャ も酒 飲 み で あ っ た。
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No.63

ス デ ィ ン(Sudin)は ア キ ・マ イ ン(No.57)の 息 子 で あ り,車 を所 有 しア キ ・マ

イ ンの 「運 転 手 」 を して い た。 そ れ以 外 に彼 が 仕 事 をす る の を私 は見 た こ と も聞 い た

こ と もな か った 。 前 妻 は母 方 第1イ トコの ジ ュ ナ ー(No.59)で あ り,現 在 の 妻 は母

方 第1イ トコの ル ンプ ッ ト(No.56)の 娘 ロス ナ ー(Rosnah)で あ る。

7結 語

長 期 調 査 の後,村 を再 び訪 問 した と き,さ ま ざ ま な変 化 を見 聞 した。 ア ル の離 婚 や

キ オ ップが 村 を 出 て い っ た こ と。 そ して,新 た に結 婚 した若 者 た ち や,新 居 を建 て た

村 の 人 び と。 「行 く川 の 流 れ は絶 え ず して,し か も も との水 に あ らず 。 よ どみ に浮 ぶ

うた か た は,か つ 消 え か つ 結 び て,久 し く止 ま る事 な し。世 の 中 にあ る 人 と住 家 と,

また か くの 如 し」。 ま る で,こ の 「方 丈 記 』 を想 起 す る よ う な村 の変 化 を 目の あ た り

にす る こ とで,村 の社 会 史 を記 録 して お く必 要 性 を私 は強 く感 じた。 村 の状 況 とい う

の は静 態 的 とい う よ り も動 態 的 に捉 え る必 要 が あ る の だが,ま ず 行 な うべ きこ とは あ

る 時点 で の村 の状 況 を歴 史 的 な変 化 の な か に位 置 づ け なが ら も,静 態 的 に把 握 す る こ

とな の で は な か ろ うか。 こ う した 問題 意 識 が,本 稿 執 筆 の背 景 に あ る。

本 稿 の 前 半 部 で は,ド リ ア ン ・タ ワ ー ル 村 の 歴 史 を た ど り,「 上 の 人 び と」 と 「下

の 人 び と」 の 階層 化 の過 程 を 明 らか に し,世 帯 調 査 結 果,ゴ ム採 液 に よる収 入,ド リ

ア ン収 穫 に よる収 入 の デ ー タを用 い る こ とに よっ て,「 上 の 人 び と」 と 「下 の 人 び と」

とい う階層 秩 序 の経 済 格 差 を実 証 した。

後 半 部 の世 帯 の記 録 で は,世 帯 主 を 中心 と して彼 らの生 活 の特 徴 を記 述 した。 彼 ら

の生 活 実 態 の特 徴 は多 岐 に わ た り,本 稿 で そ れ を一 言 で ま とめ る こ とは で きな い。 い

か な る場 所 で あ れ,村 の 人 び との生 活 とい うの は多 様 性 に富 ん で い る。 村 は決 して一
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枚岩ではない。しかし,村 や共同体 というのはしばしば一枚岩的に語 られる存在でも

ある。私 もまた 「ドリアン ・タワール村では」 とか 「オラン ・アスリの人びとは」 と

いう言い方 をしている。私はこのことに常にジレンマを感 じなが ら 「民族誌」を書い

ている。「世帯の記録」を提示することで,そ うしたジレンマが どこまで解消される

のか分からないが,少 なくとも 「村の人びと」 として表現 している人びとが どういう

人びとであるのかということだけは分かってもらえたのではないかと考えている。

「世帯の記録」には,前 半部で分析 したような ドリアン ・タワール村の階層秩序 と

は異なる実態が見え隠れ している。例えば,「上の人びと」のなかには裕福でない人

びともいるし,「下の人びと」のなかにも 「上の人びと」と同様な経済力を持つ人び

ともいる。 ドリアン ・タワール村の現況 を把握するためには,「上の人びと」/「 下

の人びと」 という概念は確かに有効なのだが,そ の一方で,こ れらの概念によって見

落 とされる現実 もある。 こうした現実をす くいあげ,そ れらを民族誌 という枠組みの

なかにいかにして取 り込んでいけるのか。その可能性を示 しているのが,「 世帯の記

録」なのである。

「世帯の記録」の記述によって意図 しているのは,一 方では,上 述 したようにこれ

まで発表 してきた拙稿で省略した村の人びとの生活実態を可能な限り提示することで

あるが,他 方では,個 々の微細な事例に着眼することで研究テーマを発見していった

私の研究方法 を明らかにすることでもある。 ドリアン ・タワール村は現在でも変化の

過程のなかにある。村の変化を継続的に観察 していく場合に,本 稿で提示 した 「世帯

の記録」のような具体的なデータは,今 後の調査研究において有用であろう。

以下では,ド リアン ・タワール村の生活世界の一端を把握するために,「世帯の記

録」について若干の分析 を試みる。

ドリアン ・タワール村の生業は,ゴ ム採液や ドリアン収穫ばかりではない。狩猟採

集活動や日雇い労働など,彼 らの生業は多岐にわたっていることが 「世帯の記録」か

らもうかがえる。

ゴム園を所有 している世帯のなかには,ゴ ム園の一部を華人などに 「賃貸(pajak)」

している世帯がある。土地の私有権がないオラン ・アスリ保留地では公的には不可能

な賃貸方法であるが,実 際にはこのような形で土地の賃貸が行なわれているのであ

る。しかし,非 合法であるからこそ,賃 貸料は低額である。その一方で,借 りる側に

もそれなりのリスクが伴 う。たとえば,採 液 したゴムを盗まれた人は,警 察に通告す

ることはできないので,泣 き寝入 りするしかないのである。実際に,ゴ ム泥棒の話は
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頻繁に耳にした。

このようにゴム園を 「賃貸」 している世帯の世帯主の多 くは,バ ティン ・ジャン

グットの息子ティカッ(No.18)に 従っている。ティカッがこうした賃貸方法を彼 ら

に教えたのである。 ゴム園を賃貸 して,従 来の狩猟採集活動に従事するというや り方

である。 しかし,ゴ ム採液業に従事することを奨励するバティン ・ジャングットはこ

うしたやり方を好まない。 このように考えると,村 内ポリティクスを開発 という観点

から理解するためにも,ゴ ム園の 「賃貸」の問題は重要になってくる。

ゴム採液業に従事する者たちの収入はおおむね安定 している。それは,彼 らの世帯

状況からも明らかである。開発プロジェク トの浸透度は,ゴ ム採液業による収入に反

映されていると言える。一方,ド リアン収穫は,現 在の彼 らの 「努力」 よりも一世代

前の人びとが ドリアン果樹園をどのように整備 していたのかということに応 じて収入

に格差が見られる。 したがって,ゴ ム採液業にあまり関心を持たないアリ派の子孫の

人びとにも,ド リアン収穫iによる収入が もたらされているのである。すなわち,ド リ

ァン栽培は,ゴ ム採液業のように,開 発 という脈絡で捉えることが困難なのである。

狩猟採集に従事する者たちの収入は森林資源の有無によって左右 されるのだが,森

林伐採や開発による森林環境の悪化に伴い,従 来のようには森林資源を確保すること

ができなくなっている。狩猟採集活動に頼れなくなった彼 らは困窮 し,不 慣れな日雇

い労働に従事 したりするようになる。狩猟採集に従事する者たちの村での評価はあま

り良 くない。あらかじめ述べておきたいのは,狩 猟採集に従事する人びとに対する否

定的イメージは,分 析者 ・観察者である 「私」の個人的な印象だけではないというこ

とである。

ドリアン ・タワール村の生活は,狩 猟採集を中心 とした移動生活から,水 田 ・ゴム

採液業などの定住生活に移行 している。 こうした生活環境の変化を推進 したのは,市

場経済化や政府による農業開発であった。開発過程において,ド リアン ・タワール村

では,開 発を受容する人びとと拒否する人びとに分裂 した。こうした分裂状態は,「上

の人びと」 と 「下の人びと」 という表現に収敏 されるようになっていく。

開発を受容 した人びとと開発を拒否 した人びととの関係は良好 とは言えない。こう

した関係性のなかから,さ まざまな語 りが表出している。狩猟採集に対する否定的な

イメージもこうした関係性のなかから生まれたものである。 このことをどのように考

えたらいいのか。 ヒントは,以 下のような自省的な思考にあると考える。

開発を受容 した人びとが狩猟採集活動に対 して否定的なのは,狩 猟採集活動に否定

的な開発の論理を彼 らが受容 したことの証左である。政府による開発プロジェク トを
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受容 し,ゴ ム採液に従事するような人びとの価値観の一部は,実 は,開 発の論理が定

着する過程で構築 されたものなのではないかと考えられる。卑近な例で言えば,テ レ

ビや冷蔵庫 を所有 していることが裕福であることの象徴 となっていることは,開 発過

程のなかで定着 した論理である。 さらに言えば,裕 福な 「上の人びと」や貧乏な 「下

の人びと」 という区分でさえ,開 発の論理によって構築 されたものである。 このよう

に,狩 猟採集生活に対する否定的イメージや裕福な 「上の人びと」 と貧乏な 「下の人

びと」の区分は,村 の人びとのなかに開発の論理が定着 していることを示 している。

調査者である 「私」は,開 発の論理によって構築 された村の人びと(特 に,開 発を

受容 した 「上の人びと」)の考え方を無意識に採用していた。私は,い わば開発をす

る側の論理のなかに組み込 まれた状態のなかで,ド リアン ・タワール村の階層秩序や

経済格差について考えていたのである。例えば,「世帯の記録」における 「下の人び

と」に対する私のまなざしには,「上の人びと」による 「下の人びと」に対するまな

ざしの影響が明らかに見 られる。今後は,こ うした分析方法を再考 して,開 発の論理

によって構築 された村の人びとの視点を相対化 した上で分析を進めていかなければな

らないであろう。

次に,複 雑な親族関係が もたらしている意味について考えてみたい。

「世帯の記録」によって明らかになっているのは,ド リアン・タワール村における

親族関係 とその複雑 さである。たとえば,対 立 しているバティン ・ジャングットとア

キ ・マインは,姻 族 どうしである。 さらに,バ ティン ・ジャングットの側近であるア

バイ(No.13)は,ア キ ・マインの 「姉妹の息子(enekbuah)」 である。「上の人びと」

と 「下の人びと」の間には,こ うした幾重にもつながった親族の関係が見られる。 ド

リアン ・タワール村の村内ポリティクスを見る場合,た んに対立 している派閥を考察

するだけでは不十分であり,こ のような複雑な親族関係を把握する必要がある。そし

て,よ り重要なことは,対 立 している人びとが親族 どうしであるということである。

こうした複雑な親族関係の分析にとって重要なのは,女 性たちの関係である。「世

帯の記録」から明らかなように,多 くの人びとは妻方居住を実践 している。妻方居住

によって構成 される世界では,女 性たちの親族関係は重要である。なぜなら,男 性た

ちは他の場所に移住 したり,他 の場所から移住 したりしてくるが,女 性たちは動かな

いからである。アキ ・マイン派の人びとが村の人びとと交流 しないのは,ア キ ・マイ

ン派の女性たちが,ド リアン ・タワール村の出身ではないので,村 の女性たちと血縁

関係がないことに遠因がある。「世帯の記録」は親族群ごとに区分 されているが,多

くの親族群は女性側の親族関係によって結びついているものなのである。
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親 族 関係 は,民 族 の境 界 を 越 え て広 が っ て い る。 「世 帯 の 記 録 」 を読 ん で み る と,

マ レー人 や華 人 とい う他 民 族 との通 婚 の事 例 ば か りで な く,他 の オ ラ ン ・ア ス リの下

位 民 族 集 団 と の通 婚 の事 例 も多 い こ とが 分 か る。 ドリア ン ・タ ワー ル村 の 人 び と は,

トゥ ム ァ ン(Temuan)と い う下 位 民 族 集 団 と して カ テ ゴ リ ー化 され て い る が,実 際

に は純 粋 な トゥム ア ンを探 す こ との方 が むつ か しい。

彼 ら に と っ て の 「生 活 世 界 」 とい うの は,あ る意 味 で は この よ う な 「親 族 の世 界 」

に 限定 され て い る と言 え る。 彼 らの人 間 関係 は,親 族 関係 に基 づ い て い る。 親 族 の論

理 に基 づ く世 界 に彼 らは生 きて い る の で あ る。 こ う した視 点 は,ド リア ン ・タ ワ ー ル

村 の生 活 世 界 を考 察 す る 際 に は重 要 で あ る。 村 の政 治 的,経 済 的,そ して社 会 的 な現

象 を説 明す る場 合 に は,必 ず と言 っ て よい ほ ど,親 族 の論 理 あ る い は親 族 関係 の脈 絡

とい う もの を参 照 しな け れ ば な らな い。

た とえ ば,イ ス ラ ー ム や キ リス ト教 へ の改 宗 問題 。 これ は,現 在 の オ ラ ン ・ア ス リ

社 会 で は最 もホ ッ トな話 題 で あ る。 これ もま た親 族 関係 の脈 絡 か ら考 察 す る こ とが で

きる。

オ ラ ン ・ア ス リの集 落 に は,必 ず と言 っ て よい ほ ど,イ ス ラ ー ム改 宗 者 や キ リス ト

教 改 宗 者 が い る。 こ う し た宗 教 へ の 改 宗 は,村 の社 会 秩 序 に 不 調 和 を もた ら して い

る。 ドリア ン ・タワ ー ル村 も例 外 で は な い。

拙 稿 で は,イ ス ラ ー ム 化 へ の 抵 抗 の 源 泉 は,オ ラ ン ・ア ス リ と して の 誇 り と イス

ラ ー ム化 を強 い る 国家 に対 す る怒 りの 心 情 で あ る と結 論 づ け た(信 田2004)。 そ の根

拠 の一 つ も 「世 帯 の記 録 」 か ら得 る こ とが で きる。

イス ラー ムや キ リス ト教 は,村 の人 び と に と っ て あ ま りに も リ ア ル な 問題 で あ る。

なぜ な ら,彼 らの 身近 な親 族 の誰 かが イ ス ラ ー ム や キ リス ト教 へ 改 宗 して い る か らで

あ る 。 「世 帯 の記 録 」 に は書 き きれ な か っ たが,彼 ら に は村 の親 族 ば か りで な く,村

外 の親 族 に もイ ス ラ ー ム改 宗 者 や キ リス ト教 改 宗 者 が い る。 改 宗 者 につ い て の彼 らの

語 りは,改 宗 者 につ い て の一 般 的 な見 解 で は な く,身 近 な親 族 の リア ル な現 実 か ら生

成 し た語 りな の で あ る。 イ ス ラー ム化 に抵 抗 して い るバ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トで す

ら,自 分 の娘 や 息 子,そ して孫 が イ ス ラ ー ム へ 改 宗 して い る。 お そ ら く,ド リア ン ・

タワ ー ル村 で は,身 近 な親 族 に改 宗 者 が い な い人 を探 す こ とは で きな い で あ ろ う。

この よ う に,「 世 帯 の 記 録 」 で描 か れ て い る ドリ ア ン ・タ ワ ー ル村 の状 況 に は,生

業 の分 化,通 婚 ・混 血,改 宗 な ど,さ ま ざ まな形 で の異 化 作 用 が 反 映 され て い る。 た

とえ ば,オ ラ ン ・ア ス リは 「森 の民 」 で あ る とい う言 説 が 存 在 す るが,ド リア ン ・タ

ワ ー ル村 の状 況 か ら判 断す る と,そ う した言 説 は必 ず し も事 実 で は な い。 出 自の面 か

303



国立民族学博物館研究報告29巻2号

ら見 て も,オ ラ ン ・ア ス リに カ テ ゴ リー化 され て い る 人 び との な か に は,マ レー 人 や

華 人 の 「血 筋(keturunan)」 を持 つ 人 び とが い る。 さ らに,宗 教 につ い て は,イ ス ラ ー

ム改 宗 者 もい れ ば,キ リス ト教 改 宗 者 もい る。 他 地 域 で は,仏 教 や ヒ ン ドゥー教 に改

宗 して い る人 び と もい る。 多 くの オ ラ ン ・ア ス リは世 界宗 教 へ の改 宗 を拒 否 して い る

が,だ か ら とい っ て,彼 らに共 通 の信 仰 が あ る わ け で は な い。 ドリア ン ・タワ ー ル村

で宗 教 色 を帯 び て い る 「ア ダ ッ ト」 です ら,他 地 域 で は単 な る 「慣 習 」 の位 置 を 占 め

て い る にす ぎな い 。

ドリア ン ・タワ ー ル村 の 「世 帯 の記 録 」 を読 み進 め て み る と,結 局 の と ころ,オ ラ

ン ・ア ス リ と は誰 か とい う問 題 に た ど りつ く。 「世 帯 の 記 録 」 を作 成 して そ れ を分 析

して い く過 程 で私 が 確 信 した の は,オ ラ ン ・ア ス リ とい うの は,マ レー シ アが 国民 国

家 を形 成 して い くな か で,マ レー 入 に は分 類 す る こ とが で きな い 人 び とを ま とめ た カ

テ ゴ リー で あ る とい う こ とで あ る。 した が って,オ ラ ン ・ア ス リの 世 界 が,「 世 帯 の

記 録 」 に示 され て い る よ うな異 種 混 清 的 な世 界 を構 成 して い る の は,あ る意 味 で 当然

の こ とな の か も しれ な い。

こ う した 異 種 混 清 の 周 縁 世 界 の あ り さ ま は,本 稿 の 冒頭 で 触 れ た 政 策 論 的 な ア プ

ロ ー チ で は 十 分 に理 解 す る こ とが 困難 で あ ろ う。 政 府 の 行 政 文 書 や 新 聞記 事 だ け で

は,オ ラ ン ・ア ス リの村 レベ ル の状 況 を把 握 す る こ とは で きな い し,行 政 文 書 の な か

に は 間違 っ た 印象 を与 え る もの もあ る。 村 の状 況 を把 握 した上 で行 政 文 書 や新 聞記 事

を読 ん で み る と,さ ま ざ まな虚 偽 や 隠蔽 を読 み取 る こ と さえ で きる の で あ る。 人 類 学

が得 意 とす る の は,ま さに こ う した異 種 混 清 的 な周 縁 世 界 の研 究 で あ る と言 え る か も

しれ な い 。

本 稿 で は,ド リア ン ・タワ ー ル村 の生 活 世 界 を解 明す る こ とを 目指 して,世 帯 調 査

や 集 計 調 査 に よ っ て 得 られ た デ ー タを提 示 しなが ら,議 論 を進 め て きた。 「世 帯 の記

録 」 とい うの は,現 時点 で の彼 らの生 活 世 界 の一 端 を提 示 した もの で あ る。 今 後 の研

究 課 題 は,「 世 帯 の 記 録 」 に情 報 を加 え なが ら,「 変 化 」 に焦 点 を 当 て た研 究 を進 め て

い く こ とで あ る 。
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注

1)本 稿 で私が 目指 しているのは,た とえば,松 園万亀雄が提 唱す る 「四畳半 人類学」 の方法

である(松 園2002)。 すなわ ち,マ クロな諸問題 を視野 に入れなが らも,ま ず は世帯調査 か

ら出発 して身近 な現象 の考察 ・分析 に専念す る とい う研究姿勢 である。

2)た とえば,加 藤 剛は,イ ン ドネシア,ス マ トラ島のコ トダラム村 における定点継続調査 を

通 じて,イ ン ドネシアの開発過程 を明 らかに している(加 藤2003)。

3)な お,本 稿 に関連す る もの として,拙 稿(信 田2004)が あ る。 さ らに,本 稿 の問題 意識

と密接 に関連 した もの と して,私 はすで に論文 を発 表 している(信 田2000)。 しか し,既 発

表 の論文 では,紙 数 の関係 か ら,デ ータの提示が不十分 であった。本稿 は,こ の既発表論文

と部分 的に重 なるこ とをあ らか じめお 断 りしてお く。 ただ し,本 稿 の後半部 で提示す る 「世

帯 の記録」 は初 めて公表す るデータである。本稿 の前半部 はこの 「世帯 の記録」 を紹介す る

ためのいわば 「前座」 となっている。

4)「 マ レー農村 の20年 」 を描 いた坪内良博 の研究(坪 内1996)や,コ トダラム村の20世 紀

を描 こ うとしている加藤 剛の研究(加 藤2001)は 本研究 の模範 となるであろう。
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